
 

 

□ 題 字  川崎 賢二 
□ 例 会  毎週水曜 
□ 会 場  都ホテル岐阜長良川 

□ 会 長 川崎 賢二 
□ 副会長 近藤 祐司 
□ 幹 事 波多野光裕 
会報委員長 湖山 浩行 

会長挨拶 【川崎 賢二 会長】 
                      会長挨拶 続き 

                      

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の記録 

第 1879 回 例会 4 月 12 日（水） 
献血例会 
会場：岐阜献血ルーム 

アクティブＧ 
 
担当：社会奉仕委員会 

 

本日の予定 

第 1880 回 例会 4 月 19 日（水）

臨時総会 岐阜北 RC 定款 細則

内規の改正について 
クラブアッセンブリー（5） 
次年度事業計画の作成 
担当：会長エレクト・次期幹事 

 

次回の予定 

第 1881 回 例会 4 月 26 日（水）

卓話（8） 
 
 
 
担当：井戸会員 大島会員 

 

門者の年代で最も多いのが４０代及び５０代で

す。本日は、まさにそのような世代の方々を中

心にお集まりいただき、良かったです。 
今回から献血会場が、ここアクティブ G に変

わりました。また、この間の新入会員の方で今

回初めて献血例会を経験するという方もいるか

と存じます。色々と初のことが多いのですが、

今回の献血例会が滞りなく終えることができま

すよう願っております。献血にご協力していた

だける会員は献血を、事情により献血できない

会員は献血へのご協力に対するＰＲ活動として

ティッシュ配りをしていただくということは、

これまでの献血例会の開催方法と同じでありま

す。各々の会員が、それぞれの役割を果たして

くださるよう、ご協力ください。 
 医療現場では大きなけがや手術、出産で輸血

が必要なほか、血液の病気の治療にも、献血に

よる血液製剤は欠かせない。事故や災害などで、

緊急の大量出血の対処のときにも、命を守るた

めには、血液が安定して供給される状況が必要

です。しかし、コロナ禍においては、献血をす

る人の数が減り、輸血用の血液の在庫が減って

おります。かかる現状からも献血血液の安定的

な確保の必要性を積極的にＰＲできればと存じ

ます。 
 本日は、どうかよろしくお願いします。 

 皆様、こんにちは。献血例会でございます。社

会奉仕員会の前田裕弘委員長には段取りをして

いただき、ありがとうございました。 
 献血例会は３年ぶりの開催となります。西垣康

紀会長のときに、献血例会の開催をそれまでの年

１回開催から年２回開催としました。しかし、２

回目の献血例会からコロナ禍となり、年に１回し

か開催できませんでした。今年も２回企画しまし

たが、１回は中止となり、今回も開催できないの

では、と心配しておりましたが、このように多く

の会員の皆様にお集まりいただきながら開催す

ることができました。本日ご参加くださった会員

の皆様、献血へのご協力、誠にありがとうござい

ます。 
日本赤十字社の統計によりますと、献血に協力

4 月 母子の健康月間            
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献血例会 続き 
                     

例会行事 献血例会  担当：社会奉仕委員会 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会のご案内 
                      

第 １８８１ 回 例会 ４月２６日（水） 
卓話（８） 
担当：井戸会員 大島会員 

出席報告                  
                      

会員数：39 名 
出席数：19 名／39 名 
出席率：48.72％ 
欠席者：20 名（出席免除 7 名） 

・献血例会にて、会員５名、外部 １２名ほどの

方に献血にご協力を頂きました。 

会報・広報 ４月担当 湖山浩行

岐阜献血ルーム アクティブＧ 

JR 岐阜前にて献血のPR 

JR 岐阜前にて献血のPR 


